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▽有権者数　79,013（男36,895、女42,118）

▽投票者数　61,768

▽有効　61,347　▽無効　417

▽持ち帰り　4　▽不受理０

▽投票率　78.17％（男77.57％、女78.70％）

当選
くりばやしつぐ み

栗 林 次 美 氏 22,070票
（57歳・無新）

たか の しょう じ

高　野　昭　次 氏 21,780票
（55歳・無新）

い とう みのる

伊　藤　　　稔 氏 17,497票
（63歳・無新）

大仙市長選挙の結果

栗林市長の横顔
昭和23年２月25日、旧大曲市生まれの57歳。横手高
校、上智大学経済学部経済学科卒。
昭和45年に出版社ダイヤモンド－タイムに入社、月刊
誌「プレジデント」の編集・単行本の企画、宣伝、販売
を担当。
昭和51年から約５年間、国会議員である父 栗林三郎
氏、細谷昭雄氏の秘書を務める。
昭和62年県議会議員に初当選後、２度の衆議院議員選
挙挑戦を経て平成７年に県議会議員に返り咲き通算３
期を務める。
平成15年任期満了により県議会議員を退任。同年第５
代大曲市長に就任し、市町村合併による退任まで大曲
仙北合併協議会会長、大曲仙北広域市町村圏組合管理
者などの役職を務める。 ふ そん

趣味は囲碁（日本棋院・４段）で、好きな言葉は「不遜
ことごと

なれば未来の悉くを失う」。
住所は大仙市大曲栄町13番16号。

● 

就
任
に
あ
た
っ
て

大
仙
市
長
　
栗
　
林
　
次
　
美

住
民
に
と
っ
て
相
談
し
や
す
く
、
頼
れ
る
市
役
所
を
目
指
し
、

共
に
汗
を
流
し
な
が
ら
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

２



2 1・
合
併
協
議
を
尊
重
し
た
、
新
市
建
設

計
画
の
具
体
的
な
実
行

・
地
域
の
特
色
、
独
自
性
を
生
か
し
た

大
仙
市
の
早
期
の
一
体
性
確
立

・
地
方
分
権
の
推
進
と
実
効
あ
る
行
財

政
改
革
の
実
施

・
市
民
と
行
政
に
よ
る
政
策
評
価
シ
ス

テ
ム
の
確
立
と
施
策
、
事
業
の
重
点

的
実
施

・
情
報
公
開
と
説
明
責
任
、
住
民
参
加

に
よ
る
開
か
れ
た
市
政
の
展
開

・
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
践

・
集
落
営
農
体
制
の
構
築
と
法
人
の
育

成
・
官
民
に
よ
る
農
業
、
林
業
指
導
セ
ン

タ
ー
の
設
置

・
大
豆
・
野
菜
な
ど
重
点
作
物
の
産
地

化
形
成

・
地
場
産
業
の
育
成
と
地
元
企
業
へ
の

重
点
発
注

・
企
業
誘
致
と
若
者
の
職
場
確
保
・
福

祉
・
健
康
分
野
で
の
雇
用
創
出

8 
つ
の
公
約

・
小
児
医
療
の
充
実
と
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
体
制
の
充
実

・
保
育
・
教
育
費
の
負
担
軽
減

・
学
校
施
設
の
整
備
、
少
人
数
学
級
、
障

害
児（
者
）教
育
の
充
実

・
国
際
教
養
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
国

際
交
流
の
促
進

・
地
域
医
療
の
中
核
で
あ
る
仙
北
組
合

総
合
病
院
の
早
期
改
築

・
介
護
保
険
制
度
の
充
実
と
介
護
予
防

事
業
の
促
進

・
在
宅
介
護
の
支
援
強
化
と
施
設
待
機

者
の
解
消

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
の
推
進

・
八
市
町
村
の
幹
線
道
路
網
の
体
系
的

整
備

・
中
心
市
街
地
活
性
化
と
新
幹
線
、
大

曲
バ
イ
パ
ス
を
核
と
し
た
大
仙
市
の

新
し
い
顔
づ
く
り

・
大
仙
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
早
期
策
定

・
上
水
道
、
下
水
道
、
集
落
排
水
事
業
の

推
進

・
新
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
早
期

建
設

・
ご
み
減
量
化
と
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
・

シ
ス
テ
ム
の
構
築

・
生
涯
学
習
の
推
進
に
よ
る
文
化
活
動

の
強
化

・
市
民
に
よ
る
地
域
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
創
設

・
文
化
遺
産
の
保
護
と
文
化
の
香
り
高

い
地
域
づ
く
り

・
旧
役
場
、
市
役
所
に
代
わ
る
総
合
支

所
機
能
の
充
実

・
公
民
館
、
図
書
館
な
ど
公
共
施
設
の

有
効
活
用

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
育
成
に

よ
る
行
政
と
市
民
の
協
働
の
地
域
づ

く
り

・
行
政
を
最
大
の
「
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
と

位
置
づ
け
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

夢
の
あ
る

　
田
園
交
流
都
市
と
し
て
の
大
仙
市
へ

農
業
を
基
幹
と
し
て
―
産
業
と
雇
用

3子育
て
支
援
と
教
育

4安心
で
き
る
健
康
長
寿
社
会

7芸術
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ

8住民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

6快適
な
生
活
環
境
の
整
備

5交通
体
系
の
整
備
と
交
流
拠
点
づ
く
り

　
大
仙
市
を
ま
と
め
あ
げ
た
責
任
者
と
し
て
、住
民
が
不
安
を
感
じ
な
い
よ
う
新
市
の

基
礎
を
固
め
、
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
が
一
番
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
の
声
が
市
長
に
届
く
仕
組
み
を
早
期
に
確
立
し
、
住
民
参
加
、
住
民
と
協
働
の

地
域
づ
く
り
を
進
め
な
が
ら
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
住
民
と
一
体
と
な
り
創
意
工

夫
を
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

新市の基礎を固め、地域の不安を解消
創意工夫で住民と協働のまちづくり

大台スキー場（太田）から大仙市を望む

３



福祉の窓口

※１専業主婦などの被用者年金（厚生年金、共済組合）加入者の配偶者は、昭和61年３月31日までは国民年金の任意
加入でしたが、昭和61年４月１日からは国民年金第３号被保険者として加入しています。

※２大学生、短大や専門学校などの学生は、平成３年３月31日までは国民年金の任意加入でしたが、平成３年４月１日
からは国民年金第１号被保険者として加入が義務づけられました。

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
親
や
子

ど
も
が
、
経
済
、
養
育
、
健
康

面
で
心
身
共
に
安
定
し
た
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、
各
種
支
援
や

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
保
育
料
の
援
助

　
母
子
・
父
子
家
庭
等
で
子
ど

も
を
保
育
所
な
ど
に
入
所
さ
せ

て
い
る
場
合
、
保
育
料
の
免
除

ま
た
は
支
給
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
に
な
る

と
思
わ
れ
る
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
母
子
・
寡
婦
家
庭

住
宅
整
備
資
金

　
母
子
家
庭
や
寡
婦
家
庭
の
住

宅
補
修
や
増
改
築
に
必
要
な
資

金
を
お
貸
し
し
ま
す
。

◆
貸
付
限
度
額
／
１
５
０
万
円

◆
貸
付
条
件
／
年
利
３
％
以
内

（
た
だ
し
、
所
得
税
の
非
課
税

世
帯
は
無
利
子
）

◆
償
還
期
間
／
据
置
期
間
（
１

年
以
内
）
経
過
後
、
９
年
以
内

の
償
還
で
元
利
均
等
年
賦
償
還

と
な
り
ま
す
。

●
ひ
と
り
親
家
庭

日
常
生
活
支
援
事
業

①
生
活
支
援
講
習
会
事
業

・
児
童
の
し
つ
け
、
育
児
に
関

す
る
講
習

・
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
講
習
等

②
児
童
訪
問
支
援
事
業

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
が

気
軽
に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き

る
ホ
ー
ム
フ
レ
ン
ド
を
児
童
の

家
庭
に
派
遣
し
ま
す
。

◆
対
象
者
／
母
子
家
庭
・
父
子

家
庭
・
寡
婦
家
庭

●
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付

　
母
子
及
び
寡
婦
家
庭
の
経
済

的
自
立
と
生
活
の
安
定
、
子
ど

も
の
福
祉
向
上
を
図
る
た
め
、

修
学
資
金
の
ほ
か
12
種
類
の
貸

付
を
無
利
子
、
ま
た
は
年
利
３

％
の
利
率
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　国民年金への加入が任意だったために、当時、

未加入の学生や専業主婦などの方が、障害を

負っても障害基礎年金を受けられない、いわゆ

る「無年金の障害者」の方に対し、福祉的措置と

して『特別障害給付金制度』が創設されました。

　国民年金に任意加入していなかった次の（Ａ）及

び（Ｂ）の期間に障害を負った病気やケガの初診日

があり、現在、障害基礎年金の１級及び２級相当

の障害状態に該当する人。

（Ａ）昭和61年３月以前の任意加入対象であった

厚生年金加入者等の配偶者期間（※１）

（Ｂ）平成３年３月以前の任意加入対象であった学

生などの期間（※２）

【問い合わせ】

本庁児童家庭課家庭援護班

☎ 0187-63-1111（内線181）

　１級･･･月額５万円

　２級･･･月額４万円

　請求窓口は、各総合支所市民課（大曲は国保年

金課）です。支給の開始は、請求した日の属する

月の翌月分からになります。

　支給額は、毎年自動物価スライドします。ま

た、所得によって支給制限があります。

【問い合わせ】

大曲社会保険事務所☎ 0187-63-2299

各総合支所市民課（大曲総合支所は国保年金課）まで

４月から始まりました
特別障害給付金制度

4.その他

2.支給額

1.対象者
3.請求窓口・事務の開始

４



ふるさとの歩みをお届けします
教育委員会太田分室・頒布図書のお知らせ

　このほか、太田町史資料集第１～12集（冊子お
よびＣＤ版）も頒布いたします（残部が少ないも
のは、データでの頒布となります）。

【問い合わせ】
教育委員会太田分室生涯学習班
☎ 0187-88-2881まで

【記念講演会】
◆日時／５月27日（金）午後１時30分～３時

◆会場／女性センター（旧働く婦人の家）

◆講師／秋田県生活センター 高橋智香子さん

◆演題／生かそう権利　めざそう自立

【街頭ピーアール】
◆日時／５月10日（火）午後３時～

◆会場／

グランマート中通り店前、ジョイフルシティ

大曲店前、スーパーマーケットよねや大曲店

前、イーストモール前、グランマート白金町前

【問い合わせ】

大仙市消費者生活相談所（女性センター内）

☎ 0187-62-1713まで

当選

てら た すけ しろ

寺 田 典 城 氏 （64・無現）
309,614票 (37,016票)

佐　藤　正一郎 氏 （52・無新）

204,332票 (18,716票)

谷　口　賢一郎 氏 （63・無新）

49,693票 (3,677票)

佐々木　良　一 氏 （57・共新）

28,467票 (1,778票)

※得票数の（　）内の数字は大仙市の得票数

▽有権者数 951,304

（男444,217、女507,087）

▽投票者数 599,276

▽有　　効 592,106

▽無　　効 7,149

▽持ち帰り 16

▽投票率 63.00％

（男63.03％、女62.96％）

　
私
た
ち
が
よ
り
豊

か
な
消
費
生
活
を
実

現
さ
せ
る
た
め
に

は
、
消
費
に
関
す
る

正
し
い
知
識
が
重
要

で
す
。
大
仙
市
消
費

生
活
相
談
所
で
は
、

消
費
問
題
を
考
え
、

安
全
・
安
心
に
暮
ら

せ
る
社
会
を
め
ざ
し

て
記
念
講
演
会
を
行

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　太田分室生涯学習班（旧・太田町史編さん室）では、

現在、太田町史編さん作業を進めています。

 「太田町史」の編さんは、住民と一緒に、ふるさと

の歩みを調べ、これからのまちづくりに生かしてい

く活動です。

　平成18年度発行の通史「太田町史」のほか、随時、

資料集の発行や講座の開催を行っています。今回は、

昨年度に発行した頒布図書をお知らせします。

さんいち

民謡ＣＤ「黒沢三一の聴かせる唄」
　太田町史資料集特別版（音声資料）

（オーディオＣＤ・40分、13曲収録、１枚1,000円）

　大正から昭和に活躍した民謡歌手・黒沢三一（太田

地区出身・1894～1967）の美声をオーディオＣＤに

復元しました。黒沢三一は、佐藤貞子と双璧をなす秋

田民謡の名手で、もともとは日常生活の労働歌とし

て唄われていた民謡を、聴衆に「聴かせる唄」として

再創造し、仙北民謡を全国に広めました。

太田町史写真集Ⅰ「笑顔の人びと」
（Ａ４版・160頁、写真掲載730点、１部2,000円）

　明治から昭和50年ごろまでの太田の歩みをまとめ

た写真集です。隣近所みんなで助け合っての田植え

の写真や、いろり端での団らん。カンジキ、フミダラ、

アテッコ…。懐かしいふるさとの記憶を、１冊にまと

めました。

「
生
か
そ
う
権
利  

め
ざ
そ
う
自
立
」

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

第
16
回
知
事
選
挙
結
果

聞き書きと手記「いろりを囲み」
（Ａ５版・395頁、1部1,500円）

　人々の経験、地域の歴史を聞き取り調査をし、手記
さん

も募集するというかたちで編集した資料集です。産
ば ふき

婆、葺大工などの職業、地域に伝わる民俗行事、少年

時代の思い出や戦争体験など、90人の方々の人生を

紹介しています。

５



　市では、軽自動車税の納税通知書を５月上旬に所有者等にお届け

する予定です。

　この税には、身体が不自由な方や心身の発達に障害があって歩行

が困難な方が所有する軽自動車、また障害がある方が通院等で使用

する軽自動車についての減免制度が設けられています。

　税の減免を受けようとする方は、各総合支所税務課窓口で申請手

続きをお願いします。（申請の際には、印鑑をご持参ください）

◆必要書類／①軽自動車税減免（免除）申請書（窓口にあります）

②減免を受けようとする軽自動車税納税通知書

③身体障害者手帳・戦傷病者手帳・療育手帳・精神

障害者保健福祉手帳のいずれか所有するもの

④自動車車検証

⑤自動車運転免許証

◆申込受付期限／ 5月24日（火）まで

1
手続きをお願いします
軽自動車の減免申請

　３月22日、８市町村が合併し大仙市が誕生しましたが、成人式については合併前の調整の結果、対

象者が20歳を経過したその夏（８月15日）に実施することとなりました。

　そのため今年は、地区によって成人式を開催する地区と開催しない地区に分かれることになります。

　成人式対象地区は次のとおりです。なお、詳細については各地区発行の広報誌でお知らせします。

【開催地区】 神岡地区、南外地区、太田地区

【未開催地区】 大曲地区、西仙北地区、中仙地区、協和地区、仙北地区

◆対象者／開催地区の昭和59年４月２日～昭和60年４月１日生まれの人

【問い合わせ】

教育委員会生涯学習課（内線338）まで

2
成人式は20歳を過ぎてから
平成17年度大仙市成人式

◆その他／ ①地方税法の規定により、減免適用を受けら

れるのは軽自動車・普通自動車を問わず１人

１台です。

②減免適用となる障害等の区分・程度等、詳細

については、各総合支所税務課まで問い合わ

せください。

③申請の際に通院・通所等の状況についてお

たずねすることがあります。

【問い合わせ】

各総合支所税務課まで

3
６月１日から利用できます
大曲ファミリーキャンプ場

　６月１日（水）から大曲ファミリーキャンプ場

が利用できます。

　申し込み受け付けは、５月19日（木）午前９

時からです。なお、８月27日（土）開催の全国花

火競技大会時の予約は、７月19日（火）午前８

時30分から開始します。申し込み多数の場合

は抽選となりますのでご了承ください。

【問い合わせ】

教育委員会スポーツ振興課

☎ 0187-63-1122まで

成人式は対象者全員が20歳を経過した８月15日
に開催します。
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5
ごみの減量化・資源化を考えよう
ごみ処理施設見学会

　大仙美郷クリーンセンター（旧大曲市外九ヵ

町村清掃センター）の施設見学会を行います。

　ごみの減量化、資源化について考えてみま

せんか。みなさんの参加をお待ちしています。

◆日時／５月16日（月）

　　　　午後1時50分～2時50分

◆会場／大仙美郷クリーンセンター

　　　　（花館大戸下川原2-10）

◆集合時間・場所／午後１時30分までに大仙

市本庁舎正面玄関前に集合

◆定員／28人（定員になり次第締め切ります）

【問い合わせ】

大曲総合支所環境課（内線117）まで

8
文化施設スタッフボランティアを養成
市民大学実践講座

　今年の市民大学実践講座では、「文化施設ス

タッフボランティア養成講座」を７回にわ

たって開催します。

　この講座で、音響や舞台照明技術をはじめ、

催事開催における受け付け業務や案内、アナ

ウンスなどの技能を学びます。そして、その

技能を生かし、市民会館等で開催される市の

文化活動にスタッフボランティアとして加

わってみませんか。

◆第１回開催日時／

６月４日（土）午前９時～11時

※２回目以降については、土・日曜日または

夜間に実施予定

◆会場／大曲市民会館・大曲中央公民館

◆定員／20人

◆参加費／無料

◆申込受付期限／５月20日（金）まで

【問い合わせ】

教育委員会生涯学習課(内線339)

ファックス0187-63-7131まで

6
ご協力をお願いします
全県一斉「緑の羽根」募金運動

　５月31日（火）までの期間、全県一斉に「緑

の羽根」募金運動が展開されます。

　当市でも、募金活動を実施し、小中学校や

市内の各地域に苗木等を配布するなど環境緑

化に努めていきます。緑の羽根募金へご協力

をお願いします。

【問い合わせ】

本庁農林課畜産林業班（内線268）まで

4
５月２日から印鑑証明交付の際に
印鑑登録証（カード）を交換

　市町村合併による、印鑑登録証（カード）の

切り替えを５月２日（月）から開始します。

　印鑑登録証明書交付と併せて、新しい印鑑

登録証と切り替えますので、切り替えを急ぐ

必要はありません。

　なお、家族の方や代理人でも切り替えがで

きます。

◆切替開始日／５月２日（月）～

◆担当窓口／各総合支所市民課

◆手数料／無料

◆持参するもの／旧市町村発行の印鑑登録証

【問い合わせ】

各総合支所市民課まで

新しい印鑑登録カード。５月２日から交換
します。

　４月20日（水）午前11時40分ごろ、大曲

中通町地内での漏水事故により、大曲地区の

広範囲において濁り水が発生しました。市民

のみなさんに多大な迷惑をおかけしたことを

お詫びします。

　濁り水の原因として、大曲浴場横の石綿セ

メント管（口径150mm）が破損し仙北組合総

合病院前の配水管に影響を及ぼし、配水管内

の水の流れや水圧等が急激に変化したため、

配水管に付着する赤さび等が剥離して濁り水

が発生したと考えられます。

　このような濁り水が発生した場合は、流し

台、風呂場などの蛇口を全開にし、水が澄ん

でからの使用をお願いします。

　水道局では、緊急時における職員の連絡体

制と業務分担及び漏水修理業者の月別当番制

による連絡体制等のマニュアルに基づき、濁

り水、配水管の漏水修理等に対応しています。

　濁り水等が発生した場合は、次の施設まで

連絡をお願いします。

【問い合わせ】

　平日午前８時30分～午後５時15分

　　水道局上水道課工務班（内線125）

　平日夜間、土・日曜日、祝祭日

　　金谷ポンプ場☎ 0187-62-3011まで

7
漏水事故による濁り水発生の
お詫びとお知らせ
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9
申請の締め切り日等について
農業委員会からのお知らせ

　農業委員会への各種申請には締め切り日が

ありますのでご注意ください。締め切り日が

土・日・祝祭日の場合は前日になります。

【農業経営基盤強化促進法による
売買に関する申請】

◆申請締切日／毎月末日

【農地法による売買賃貸借等（強化促進法含む）
・転用の申請】

◆申請締切日／毎月10日

【農業委員会総会開催予定日】

◆東部／毎月26日◆西部／毎月27日
※総会開催日が土・日・祝祭日の場合は翌日
※東部＝大曲、中仙、仙北、太田地区

　西部＝神岡、西仙北、協和、南外地区

【問い合わせ】

東部農業委員会事務局☎0187-63-8970まで
西部農業委員会事務局☎0187-75-1111まで

伊藤 正梶さん
清水中村33
☎ 0187-56-4020

<中仙地区>

茂木 潮子さん
協和境野田304-6
☎ 018-892-2233

<協和地区>

甲谷 久朗さん
南外上野146-2
☎ 0187-74-2705

<南外地区>

池田 佐喜男さん
高梨穂田原276
☎ 0187-69-2143

<仙北地区>

小松 龍昇さん
太田町斉内段ノ腰114
☎ 0187-89-1125

<太田地区>

田村 隆志さん
刈和野小野32－25
☎ 0187-75-0269

<西仙北地区>

伊藤 金之助さん
大曲金谷町23-10
☎ 0187-62-1772

<大曲地区>

三浦 淳子さん
花館柳町3-29
☎ 0187-62-4862

<大曲地区>

佐々木 康浩さん
神宮寺荒屋17-8
☎ 0187-72-2672

<神岡地区>

11
行政と住民のパイプ役
あなたの地区の行政相談員

　行政相談員は、総務大臣から委嘱を受け、市

役所等の仕事や仕事ぶりに対する苦情や意

見・要望を受け付け、解決を図るとともに、制

度や行政運営の改善を図る、「行政と住民のパ

イプ役」です。

　大仙市の行政相談員は次の９人の方々です。

行政相談員は、自宅でも相談を受け付けます

ので、お気軽に相談ください。

　また、５月16日（月）から22日（日）までは

「春の行政相談強化週間」です。行政に関して

困っていること、知りたいことを相談してみ

ませんか。期間中は常設または定例の相談所

に加え、特別相談所を開設します。

　相談は無料で、秘密は厳守されますので、こ

の機会に相談ください。

【問い合わせ】

本庁住民課消防安全班

☎ 0187-63-1111（内線145）まで

10
臨時職員募集
介護老人保健施設幸寿園

　介護老人保健施設「幸寿園」（強首上野台12-

15）では臨時職員を募集します。

◆職種・定員／介護補助業務２人

◆受験資格／

通勤が可能で、高齢者の介護に理解のある人

◆申込受付期限／５月18日（水）まで（当日必着）

◆申し込み方法／履歴書（家族構成を記載）に

写真を添付し提出（郵送可）してください。
※ 試験日、試験会場については申込者に後日連絡

します

◆採用予定／６月１日（水）から

【問い合わせ】

介護老人保健施設幸寿園

☎ 0187-77-2226まで
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狂
犬
病
予
防
注
射
と
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涯
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と
、
年
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す
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ま
た
、
犬
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、
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所
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者
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に
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た
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曲
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程
の
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に
つ
い
て

は
各
地
区
版
の
広
報
誌
等
で
お
知
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せ
し
ま

す
。

【平成17年度　大曲地区犬登録及び狂犬病予防注射日程表】

【問い合わせ】

各総合支所市民課、大曲地区の方は大曲総

合支所環境課☎ 63-1111（内線116）まで

　【神岡地区】６月１日(水)～２日(木)

　【西仙北地区】 ５月24日(火)～27日(金)

　【中仙地区】 ５月31日(火)～６月３日(金)

　【協和地区】 ５月25(水)・27(金)・29日(日)

　【南外地区】 ５月９日(月)～10日(火)

　【仙北地区】 ５月28日(土)～29日(日)

                 ６月４日（土）

　【太田地区】 ５月30日(月)～６月２日(木)
　
　※地区別の詳しい時間、場所等については、５
　月16日発行の「広報だいせん地域版」でお
　知らせする予定です。

狂犬病予防注射

各地区の日程について

◆接種料　3,070円
◆登録料　3,000円　

※なるべくおつりのないようにお願いします。

実　施　場　所 実　施　場　所

　花館

　大川西根

　大曲

月 日 実 施 時 間
５月16日
（月）

５月17日
（火）

５月17日
（火）

５月18日
（水）

５月19日
（木）

５月20日
（金）

 9:30～  9:50
10:00～ 10:20
10:30～ 11:00
11:10～ 11:30
13:30～ 14:30
14:40～ 15:10
 9:30～  9:50
10:00～ 10:20
10:35～ 10:55
11:10～ 11:40

13:30～ 14:00
14:10～ 14:30
14:40～ 15:10
15:20～ 15:40

 9:00～ 10:00
10:10～ 10:30
10:40～ 11:00
11:10～ 11:30
13:30～ 13:50
14:00～ 14:20
14:30～ 15:30
 9:30～  9:50
10:00～ 10:20
10:30～ 11:00
11:10～ 11:40
13:30～ 14:00
14:10～ 14:40
14:50～ 15:10
15:20～ 15:40
 9:30～ 10:30
10:40～ 11:00
11:10～ 11:30
13:30～ 13:50
14:00～ 14:20
14:30～ 15:30

上大戸児童館
下大戸会館
家畜保健衛生所
若竹町第一児童公園
大花児童公園
福田町会館
間倉・豊後野担い手センター

下袋集会所
柳町会館
さるびや児童公園

蛭川部落会館
鳥居児童館
元木児童館
嶋児童館

日の出児童館
飯田団地会館
川の目児童館
小貫児童館
和合会館
古四王会館
住吉町児童館公園東側
中通町児童館跡
八幡児童公園
白金町児童公園
あかしや児童公園
とまき会館
戸巻町児童公園
まるこ児童公園
ひだまり児童館
花園児童センター
緑町遊園地
こぶし児童館
東川多目的研修集会施設
大曲施設工業前
桂公園南側

　角間川・藤木

　内小友

　四ツ屋

　公民館

月 日 実 施 時 間
５月25日
（水）

５月27日
（金）

５月26日
（木）

５月28日
（土）

５月29日
（日）

 9:30～  9:50
10:00～ 10:20
10:35～ 10:55
11:10～ 11:40
13:30～ 13:50
14:00～ 14:20
14:30～ 15:00
15:10～ 15:30

 9:30～  9:50
10:00～ 10:20
10:30～ 11:00
11:10～ 11:30
13:30～ 13:50
14:00～ 14:20
14:30～ 14:50
15:00～ 15:20

 9:30～  9:50
10:05～ 10:25
10:40～ 11:00
11:10～ 11:30
13:30～ 13:50
14:00～ 14:20
14:30～ 14:50
15:00～ 15:20
15:30～ 15:50

 9:00～ 10:00
10:20～ 11:20
13:30～ 14:30
14:50～ 15:50
 9:00～ 10:00
10:20～ 11:20
13:30～ 15:00

二ッ屋会館
高関中央会館
半在家会館
新谷地会館
四ツ屋こがね児童館
水木田元菊池製作所前
松倉会館
南大川原会館

館荒町会館
中沢会館
伊岡児童館
内小友公民館中山分館
余目児童館
九十九沢会館
中田児童館
みやはやし児童館

中野児童館
木内児童館
愛宕町会館
川港親水公園浜倉前
大保児童遊園
八圭会館
ふじのみ児童館
石堂神社
下深井会館

大川西根公民館
内小友公民館
角間川公民館
藤木公民館
四ツ屋公民館
花館公民館
大仙市役所

９



　「
総
合
支
所
便
り
」

第
２
回
目
は
、
嶽
山
が
そ
び
え
、
豊
か
な
自

然
と
産
業
が
調
和
す
る
、
神
岡
総
合
支
所
か

ら
の
便
り
で
す
。

■
神
岡
の
歴
史

  

か
つ
て
秋
田
藩
の
主
街
道
で
あ
る
羽
州
街

道
が
走
り
、
雄
物
川
に
沿
っ
て
ま
ち
が
形
成

さ
れ
て
い
た
神
岡
は
、
昔
か
ら
陸
路
と
水
路

の
拠
点
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

み
ち

こ
の
２
つ
の
路
は
物
資
を
運
び
、
文
化
を
伝

え
、
町
に
繁
栄
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

  

神
岡
地
区
は
、
昭
和
30
年
３
月
31
日
、
神

宮
寺
町
と
北
楢
岡
村
の
合
併
に
よ
り
神
岡
町

と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
２
つ
の
地

域
が
西
仙
北
町
と
大
曲
市
に
分
町
し
現
在
の

形
に
な
り
、
今
年
の
３
月
で
町
政
施
行
50
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

■
現
在
の
神
岡

 

雄
物
川
と
玉
川
の
合
流
点
か
ら
北
西
に
位

置
し
、
国
道
13
号
と
Ｊ
Ｒ
奥
羽
線
沿
い
に
広

が
る
水
田
、
北
側
に
は
県
の
畜
産
試
験
場
が

あ
る
丘
陵
地
帯
、
南
側
に
は
地
区
の
シ
ン
ボ

ル
神
宮
寺
嶽（
嶽
山
）が
そ
び
え
、
豊
か
な
自

然
と
産
業
が
調
和
す
る
四
季
折
々
の
景
色
を

醸
し
出
し
ま
す
。

  
か
み
お
か
嶽
雄
館
、
町
民
体
育
館
、
農
村

改
善
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
立
ち
並
ぶ
一
帯
は
、

「
文
教
プ
ラ
ザ
」
と
称
さ
れ
、
教
育
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
を
図
る
た
め
の
中
心
地
と
な
っ
て
い

ま
す
。

■
神
岡
の
イ
ベ
ン
ト
・
伝
統
行
事

  

神
岡
地
区
は
、
明
治
36
年
の
少
年
野
球
発

祥
か
ら
現
在
ま
で
幾
人
も
の
野
球
選
手
を
生

み
出
し
、
白
球
に
夢
を
の
せ
た
少
年
た
ち
の

情
熱
は
、
毎
年
９
月
に
開
催
さ
れ
全
県
か
ら

１
５
０
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
「
全
県
５
０
０

歳
野
球
大
会
」へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

  

毎
年
９
月
15
日
、
八
幡
神
社
宵
宮
に
行
わ

れ
る
「
神
岡
南
外
花
火
大
会
」
は
、
嶽
山
を

バ
ッ
ク
に
打
上
げ
ら
れ
る
約
４
３
０
０
発
の

花
火
が
夜
空
を
彩
り
ま
す
。

  

９
月
15
日
に
は
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら
伝

わ
る
「
旗
背
負
い
」「
大
名
行
列
」
が
神
宮
寺

地
域
で
行
わ
れ
ま
す
。

  

こ
の
ほ
か
１
月
５
日
北
楢
岡
地
域
で
「
鳥

追
い
」、
３
月
第
３
日
曜
日
に
神
宮
寺
地
域

で
「
嶽
六
所
神
社
奉
納
梵
天
」
な
ど
の
伝
統

行
事
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
観
光
施
設
や
見
ど
こ
ろ

　「
中
川
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
公
園
」
は
、
各
種

ス
ポ
ー
ツ
や
釣
り
、
散
策
な
ど
が
楽
し
め
、

桜
の
季
節
に
は
観
桜
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　「
笹
倉
公
園
」
は
放
牧
場
の
中
に
開
園
さ
れ

た
公
園
で
、
小
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
や
、

バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー
、
ス
カ
イ
サ
イ
ク
ル
な
ど

の
遊
具
も
楽
し
め
、
春
か
ら
秋
ま
で
た
く
さ

ん
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

  

ほ
か
に
も
、
文
教
プ
ラ
ザ
に
隣
接
す
る
、

か
み
お
か
温
泉
「
嶽
の
湯
」、
国
道
13
号
沿
い

の
道
の
駅
か
み
お
か
「
茶
屋
っ
こ
一
里
塚
」

な
ど
の
観
光
施
設
が
み
な
さ
ん
の
お
越
し
を

心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

桜の季節がすばらしい神宮寺嶽と
「中川原コミュニティ公園」

●神岡地区人口統計（平成17年３月31日現在）
■人口＝6,102人（大仙市：96,059人）■世帯＝1,846世帯（大仙市：30,206世帯）■面積＝35.16km2（大仙市：866.68km2）
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みんなが楽しめる笹倉公園

全県500歳野球大会
  ９月下旬、神岡野球場をメーン会場として行わ

れ、全県的なイベントとして知名度の高いこの大

会は、野球を愛してやまないオールドプレーヤー

たちの甲子園です。
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遊びに行こうよ！！
大曲市民会館｜中仙市民会館｜協和市民センター

春の農業科学館まつり
　◆日時／５月５日（木）午前10時～午後３時

　◆対象／どなたでも参加できます。

（幼児、小学生は保護者同伴）

　◆参加費／無料

　◆イベント／「炭で消臭剤作り（定員100人）」、「押

　　し花でしおり作り（定員100人）」、「ハーブでにお

　　い袋作り（定員100人）」、「観葉植物のさし木体験

　　（午前午後定員各50人）」「米ドンの実演と試食」

　※受け付けは当日館内で行います。事前申し込みは

　　受け付けていません。

●おやこ自然教室・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　■「バケツ稲を作ろう」

　　◆日時／５月14日（土）午前９時30分～正午

　　◆対象／幼児・小学生・中学生

　　　　　　　　　　　（幼児・小学生は保護者同伴）

　　◆定員／20人

　　◆参加費／無料

　　◆申し込み／電話で受け付けます。

　　　秋田県立農業科学館☎ 0187-68-2300まで

●園芸教室・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　■「洋ランを楽しむ」

　　◆日時／５月８日（日）午前９時30分～正午

　　◆定員／20人

　　◆参加費／無料

　　◆持参するもの／

　　　植え替えるラン、鉢、植え込み材料

　■「家庭菜園を楽しむ」

　　◆日時／５月15日（日）午前９時30分～正午

　　◆定員／20人

　　◆参加費／無料

　■「バラを楽しむ」

　　◆日時／５月22日（日）午前９時30分～正午

　　◆定員／25人

　　◆参加費／材料代

　■「ハンギングバスケットを楽しむ」

　　◆日時／５月29日（日）午前９時30分～正午

　　◆定員／20人

　　◆参加費／材料代

●企画展・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　■「コメ・こめ展」

　　◆期間／５月10日（火）から７月10日（日）まで

　■「エビネ展」

　　◆期間／５月20日（金）から22日（日）まで

　■「ジャーマンアイリスフェア」

　　◆期間／５月24日（火）から５月29日（日）まで

※仙北ふれあい文化センターと太田文化プラザは

　今回イベントがありませんでした。

チケット好評発売中

協和市民センター
協和船岡字大袋1-7☎ 018-892-3820

　■開場/14:00　　■開演/14:30

　■チケット/3,000円（全席自由）

　■プレイガイド /

　　大曲市民会館、中仙市民会館、仙北ふれあい文

　化センターでもチケットを取り扱っています

　【問い合わせ】

     協和市民センター☎ 018-892-3820まで

　■時間/9:00～ 17:00　■入場料/1,000円

　■プレイガイド /

　　大曲市民会館、中仙市民会館、仙北ふれあい文
　化センターでもチケットを取り扱っています

　【問い合わせ】

　 大曲市民会館☎ 0187-63-8766まで

チケット好評発売中

大曲日の出町2-6-50☎ 0187-63-8766

大曲市民会館（月曜休館）

角館高校吹奏楽部定期演奏会
　　　 ■開場 /13:00　■開演14:00

　　　 ■入場料/300円

　　【問い合わせ】

　　 角館高校吹奏楽部 鈴木先生

　    ☎ 0187-54-2560まで

中仙市民会館（月曜休館）
北長野字袴田95☎ 0187-56-7200

【問い合わせ】
 秋田県立農業科学館☎ 0187-68-2300まで（月曜休館）
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岩川 美彩子 さん
彩華 さん

（大曲大町）

　
昨
年
か
ら
改
修
工
事
を
進
め
て
い
た
大
曲

図
書
館
の
「
ち
び
っ
こ
ル
ー
ム
」
が
い
よ
い

よ
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
広
さ
は
37
平
方
メ
ー
ト
ル
。
畳
と
カ
ー

ペ
ッ
ト
の
あ
る
部
屋
で
、
子
ど
も
た
ち
が
気

軽
に
本
を
読
ん
だ
り
、
親
子
で
読
書
を
楽
し

め
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

　
ち
び
っ
こ
ル
ー
ム
は
児
童
や
親
子
で
の
児

童
コ
ー
ナ
ー
の
利
用
が
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
平
成
６
年
に
廃
止
し
た
移
動
図
書
館
車

の
車
庫
を
改
修
し
、
幼
児
・
児
童
の
読
書
、
学

習
ス
ペ
ー
ス
に
改
造
し
ま
し
た
。

　
８
畳
間
の
畳
の
部
屋
に
は
座
卓
を
置
き
、

そ
の
回
り
の
書
架
に
は
主
に
幼
児
・
低
学
年

用
の
本
を
用
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
隣
の
移
動
図
書
館
車
用
書
庫
22
平

方
メ
ー
ト
ル
も
改
造
し
、
市
民
サ
ロ
ン
兼
展

示
資
料
室
と
す
る
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
大
曲
町
長
、
図
書
館

し
ょ
う

ほ

お
う

長
を
務
め
ら
れ
た
田
口
松
圃
翁（
謙
蔵
）や
郷

土
の
先
覚
者
の
資
料
、
図
書
館
所
蔵
の
め
ず

ら
し
い
蔵
書
・
資
料
な
ど
を
展
示
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
５
月
中
旬
か
ら
の
展
示
開

催
を
め
ど
に
、
田
口
松
圃
翁
の
展
示
の
た
め

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

  

さ
ら
に
今
回
の
改
修
工
事
で
は
小
荷
物
運

搬
専
用
の
昇
降
設
備
を
取
り
外
し
、
高
齢
者

と
体
の
不
自
由
な
人
が
使
え
る
よ
う
に
と
新

た
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
。
館
内
の
ト
イ

 
ゆ
っ
く
り
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
親
子
で
読
書
を
楽
し
め
ま
す

「
ち
び
っ
こ
ル
ー
ム
」
オ
ー
プ
ン
・
大
曲
図
書
館

レ
の
段
差
を
解
消
し
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応

す
る
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広

く
図
書
館
を
利
用
で
き
ま
す
。

　
大
曲
図
書
館
の
蔵
書
数
は
約
10
万
冊
。
休

館
日
は
、
国
民
の
祝
日
と
毎
月
は
じ
め
の
館

内
整
理
日
、
年
末
年
始
、
特
別
整
理
期
間（
９

月
上
旬
）で
、
開
館
時
間
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
７
時
ま
で
で
す
。

　
情
報
や
知
識
な
ど
を
人
々
に
提
供
す
る
図

書
館
。
住
民
す
べ
て
に
積
極
的
に
利
活
用
さ

れ
、
情
報
の
入
手
や
芸
術
、
文
学
を
鑑
賞
し

や
す
い
図
書
館
と
な
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
水

準
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
大
曲
図
書
館

☎
０
１
８
７（
62
）１
０
１
２

　「児童図書のコーナーが以前より広く
なり、畳があってゆっくりする」と岩川
さん親子は、新しくなったちびっこ
ルームの感想を話してくれました。
　夫の仕事の関係で転勤が多い岩川さ
ん。いろんな地域の図書館を利用して
きましたが、畳が敷かれたスペースは
めずらしく、落ち着けると言います。
　４歳の彩華さんは本が大好きで、い
ろんなジャンルの本を読みます。「書架
が増えたせいか、子どもが本を選びや
すくなったような気がします。そして
何と言っても、親子がそばにいること
で、お互いが安心し、集中して本を読め
ることがうれしいですね」と新しく
なった図書館に好印象の様子でした。

畳とカーペットが敷かれた「ちびっこルーム」。ゆっくりとした気分で図書館を利用できます。

展示資料室ではいろんな企画を考えています。
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人
権
擁
護
に
尽
力

す
ぐ
る

「
法
務
大
臣
表
彰
　
齋
藤
雋
さ
ん
」

　
４
月
11
日（
月
）、任
期
満
了
に
伴
い
退
任
さ
れ
た
齋
藤
雋

さ
ん（
77
歳
・
清
水
新
処
）に
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
齋
藤
さ
ん
は
、
平
成
７
年
か
ら
３
期
９
年
間

に
わ
た
り
人
権
擁
護
員
と
し
て
、地
域
の
中
で
人
権
思
想
を

広
め
、
人
権
侵
害
が
起
き
な
い
よ
う
に
見
守
り
、
人
権
の
擁

護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
感
謝
状
は
秋
田
地
方
法
務
局
の
鎌
田
公
夫
大
曲
支
局
長
か
ら

「
退
任
さ
れ
て
も
人
権
擁
護
に
つ
い
て
多
面
に
わ
た
り
支
援
し

て
ほ
し
い
」
と
の
感
謝
の
言
葉
と
共
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、人
権
擁
護
に
理
解
の
あ
る
人
を
市
区

町
村
長
が
推
薦
し
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
民
間
の
方
々
で
、

日
ご
ろ
か
ら
地
域
に
根
ざ
し
た
人
権
思
想
の
啓
蒙
普
及
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
の
願
い
を
込
め
て

「
高
橋
作
郎
さ
ん
が
新
入
園
児
に
腕
章
を
寄
贈
」

　「
交
通
事
故
の
魔
の
手
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う
」。
高

橋
作
郎
さ
ん（
75
歳
・
悪
戸
野
）が
南
外
地
区
の
新
入
学
園
児

に
黄
色
い
腕
章
を
贈
り
ま
し
た
。
寄
贈
し
た
腕
章
は
、
南
外

地
区
の
幼
稚
園
や
小
学
校
に
こ
の
春
入
っ
た
園
児
児
童
48
人

分
。
４
月
４
日
、
高
橋
さ
ん
が
南
外
総
合
支
所
を
訪
れ
、

佐
々
木
宏
支
所
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
高
橋
さ
ん
自
ら
が
製
作
し
た
交
通
安
全
の
黄
色
い
腕
章
の

寄
贈
は
、
今
年
で
34
回
目
。
こ
れ
ま
で
南
外
地
区
の
延
べ
５

２
２
５
人
の
子
ど
も
た
ち
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
腕
章
に
は
、「
身
に
つ
け
た
子
ど
も
た
ち
に
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、そ
れ
を
見
か
け
た
大
人
の
み
な
さ
ん
に
も
交
通
事

故
に
注
意
し
て
ほ
し
い
」と
語
る
高
橋
さ
ん
の
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

年
代
物
の
愛
車
が
せ
い
ぞ
ろ
い

「C
ar&
B
ik
e M
eetin

g
 Y
U
M
E
R
IA
 2
0
0
5

」

　
西
仙
オ
ー
ル
ド
カ
ー
ク
ラ
ブ
と
秋
田
Ｗ
１
オ
ー
ナ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
主
催
の
「
カ
ー
・
ア
ン
ド
・
バ
イ
ク
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・

ユ
メ
リ
ア
２
０
０
５
」
が
、
４
月
10
日（
日
）西
仙
北
ぬ
く
森

温
泉
「
ユ
メ
リ
ア
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
車
両
は
、国
産
車
か
ら
外
国
車
ま

で
約
１
２
０
台
。参
加
者
は
大
切
に
所
有
し
て
い
る
車
や
バ

イ
ク
で
駆
け
付
け
ま
し
た
。

　「
歴
史
に
敬
意
を
・
大
人
に
な
っ
て
も
心
は
少
年
・
友
情
の

輪
を
ビ
ッ
ク
に
!!
」
と
い
う
精
神
で
、
今
年
で
４
回
目
を
数

え
る
イ
ベ
ン
ト
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
は
、
平
和
な
交
通
社

会
と
な
る
た
め
に
、少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
い
う
願
い

も
込
め
ら
れ
、当
日
は
県
内
外
か
ら
会
場
の
駐
車
場
に
入
り

き
れ
な
い
ほ
ど
の
見
物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

最
高
の
幸
せ
を
最
高
の
笑
顔
で

「
白
寿
の
お
祝
い
　
五
十
嵐
キ
ヤ
さ
ん
」

　
４
月
７
日（
木
）、こ
の
日
め
で
た
く
99
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
た
五
十
嵐
キ
ヤ
さ
ん（
板
見
内
千
刈
田
）の
白
寿
を
祝
う
会

が
五
十
嵐
さ
ん
宅
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
五
十
嵐
さ
ん
に
は
、藤
肥
仙
北
総
合
支
所
長
か
ら
白
寿
祝

い
金
と
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。は
じ
め
は
緊
張
し
た
面
持

ち
の
五
十
嵐
さ
ん
で
し
た
が
、
家
族
か
ら
「
ば
っ
ち
ゃ
笑
っ

て
笑
っ
て
」
と
声
を
か
け
ら
れ
る
と
、
優
し
い
笑
顔
を
見
せ

て
く
れ
「
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
最
高
の
幸

せ
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
五
十
嵐
さ
ん
は
明
治
39
年
４
月
７
日
生
ま
れ
。針
仕
事
が

得
意
で
、
自
分
の
着
物
は
ほ
と
ん
ど
が
手
作
り
で
す
。
現
在

も
一
日
３
食
し
っ
か
り
食
事
を
摂
る
な
ど
食
欲
も
あ
り
、家

族
と
５
人
で
元
気
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
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ま
だ
ま
だ
見
ご
ろ
、
お
越
し
く
だ
さ
い

「
八
乙
女
さ
く
ら
ま
つ
り
」

中
心
市
街
地
に
に
ぎ
わ
い
を

「
市
民
の
交
流
施
設
『
花
火
庵
』
オ
ー
プ
ン
」

　
４
月
16
日（
土
）、
市
民
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
「
花
火

庵
」（
大
曲
通
町
）が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
花
火
庵
は
大
仙
市
の
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻

そ
う
と
、
昨
年
設
立
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
会
社
「
株
式
会
社

Ｔ
Ｍ
Ｏ
大
曲
」
が
市
か
ら
受
託
し
て
取
り
組
む
も
の
で
す
。

　
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
市
民
約
１
０
０
人
が
出
席
。

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、オ
ー
プ
ン
を
祝
っ
て
大
曲
小
学
校
マ
ー

チ
ン
グ
隊
員
７
人
に
よ
る
演
奏
や
、角
館
町
の
安
藤
満
里
さ
ん

の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
独
奏
が
オ
ー
プ
ン
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　
花
火
庵
は
、市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
担
当
す
る
交
流
休
憩

ス
ペ
ー
ス
「
の
び
の
び
ラ
ン
ド
」、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
曲
花
火

倶
楽
部
の
「
花
火
情
報
発
信
ス
ペ
ー
ス
」、
会
合
や
展
示
会

な
ど
に
利
用
で
き
る
「
活
動
支
援
ス
ペ
ー
ス
」
か
ら
な
っ
て

い
ま
す
。

　
４
月
23
日（
土
）か
ら
５
月
５
日（
木
）ま
で
の
日
程
で
八
乙

女
さ
く
ら
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
つ
り
初
日
、協
賛
事
業
と
し
て
さ
く
ら
ま
つ
り
実
行
委

員
会
、秋
田
県
カ
ヌ
ー
協
会
主
催
に
よ
る
カ
ヌ
ー
体
験
教
室

が
、
こ
め
こ
め
プ
ラ
ザ
後
の
斉
内
川
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
さ
く
ら
ま
つ
り
は
、約
２
０
０
０
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が

咲
き
誇
る
八
乙
女
公
園
と
斉
内
川
堤
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

公
園
内
の
遊
歩
道
は
昨
年
整
備
を
完
成
。観
桜
が
よ
り
安
全

で
快
適
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
八
乙
女
山

と
道
の
駅
な
か
せ
ん
は
夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、幻
想
的

な
景
色
が
訪
れ
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
開
花
が
遅
か
っ
た
た
め
、ま
だ
ま
だ
観
桜
を
楽
し

め
ま
す
。
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

川
を
汚
さ
な
い
か
ら
戻
っ
て
き
て

「
児
童
ら
が
自
然
の
大
切
さ
学
び
鮭
の
稚
魚
放
流
」

　
４
月
12
日（
火
）か
ら
14
日（
木
）ま
で
の
３
日
間
、
大
曲
地
区
の
玉
川

と
丸
子
川
で
、
花
館
小
学
校
３
年
生
、
内
小
友
小
学
校
５
年
生（
写
真

上
）、
東
保
育
園
、
中
央
保
育
園（
写
真
中
）、
四
ツ
屋
小
学
校
２
・
３
年

生（
写
真
下
）に
よ
る
「
鮭
の
稚
魚
放
流
」
が
行
わ
れ
、
体
長
４
〜
５
㎝

程
の
稚
魚
約
15
万
匹
を
川
に
放
流
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
ふ
化
放
流
事
業
の
最
後
に
行
わ
れ
、
身
近
な
川
へ
稚
魚

を
放
流
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
自
然
へ
の
親
し
み
と
、
自
然
環

境
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
毎
年
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、「
川
を
汚
さ
な
い
か
ら
戻
っ
て
き
て
ね
」
と
、
３
〜

４
年
後
に
大
き
く
成
長
し
て
戻
っ
て
く
る
姿
を
想
像
し
な
が
ら
、
川
を

汚
さ
な
い
こ
と
を
約
束
し
て
い
ま
し
た
。
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５月２日（月）～５月20日（金）

都合により日程が変わる場合もあります

■人　口　96,059人

　　　男　45,659人

　　　女　50,400人

■世帯数　30,206世帯

（３/31現在）

休日外科当番医：仙北組合総合病院・外科（大曲）☎ 0187-63-2111
休日歯科当番医：金子歯科医院（大曲）☎ 0187-63-7300

少年少女野球教室■午後１時～■太田球場サブグラウンド
休日外科当番医：仙北組合総合病院・整形（大曲）☎ 0187-63-2111
休日歯科当番医：角間川歯科医院（大曲）☎ 0187-65-3536

休日外科当番医：大曲中通病院(大曲)☎ 0187-63-2131
休日歯科当番医：井関歯科医院（大曲）☎ 0187-63-8100

5/
印鑑登録証切り替え開始■各総合支所市民課

大 仙 市 の 行 事 予 定

次回広報は５月16日（月）に行政協力員にお届けします

(日)8

(月)9

(火)10

(木)12

(金)13

(土)14

(月)16

(水)18

　　　秋田県高等学校等
　　　奨学生採用者
◆応募資格／

【採用Ａ】

①秋田県内に居住する方の子弟

②高校、中等教育学校後期課程、

盲・ろう・養護学校の高等部本科、

高専、専修学校の高等課程に在学

し、経済的理由により修学が困難

な生徒

③出願時に在学する学年の前１ヶ

年の学習成績評定、全教科平均

3.0以上。第１学年の場合は、中

学校３学年の成績評定とする

【採用Ｂ】

上記①②の該当者

【緊急採用】

上記①②及び１年以内に主たる家

計支持者の失職、倒産、病気また

は死亡もしくは火災、風水害等に

よる家計急変のため、緊急に奨学

金が必要となった方

◆募集人員／

【採用Ａ】約250人

【採用Ｂ】約40人

【緊急採用】約80人

◆貸与月額／

【国・公立】

（自宅）18,000円

（自宅外）23,000円

【私立】

（自宅）30,000円

（自宅外）35,000円

◆申し込み／各学校担当者まで

◆申込受付期限／５月上旬まで

【問い合わせ】

秋田県育英会

☎ 018-860-3552まで

ふれあい講演会（金田正一）
　　　　　■午前10時30分～■秋田県立農業科学館（入場無料）
　　
ドリームベースボール
   　　　■午前９時開場■午後１時30分試合開始■大曲球場
休日外科当番医：大曲中通病院(大曲)☎ 0187-63-2131
休日歯科当番医：たかはし歯科医院（美郷町）☎ 0187-82-1118

ドリームベースボール実技指導■午後３時～■大曲球場
ドリームベースボールレセプション■午後6時～■グランドパレス川端

休日外科当番医：仙北組合総合病院・外科（大曲）☎ 0187-63-2111
休日歯科当番医：岡田歯科医院（美郷町）☎ 0187-84-4108

子どもつり大会■午前５時30分受け付け開始■大仙市つり公園

2 (月)

３ (火)
憲法記念日

４ (水)
国民の休日

５ (木)
こどもの日

6 (金)

(金)20

(水)11

(土)7

(日)15

(木)19

(火)17

熊に注意
　熊が行動し始める時期に入りました。熊出没情報に注意しま
しょう。入山の際は、ラジオ等音の出るものを持ち歩き、一人
ではなく多人数で入山するようにしてください。

山火事注意
　例年、春先は空気が乾燥し山火事が発生しやすくなります。
山菜採りやレクリエーション等で入山される際は、火の取り扱
いに十分注意しましょう。

  【問い合わせ】
　本庁農林課畜産林業班☎ 0187-63-1111（内線268）まで

５月は赤十字運動月間

　赤十字事業へのご理解と
ご協力をお願いします。

　５月は固定資産税（１期）と軽自動車税の納付月です。
　また、市税の納付は便利で確実な口座振替をご利用くだ
さい。口座からの引き落としは納付月の末日になります。　

　　　【問い合わせ】

　　本庁税政課管理班☎ 0187-63-1111（内線263）まで

５月は固定資産と軽自動車税の納期
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　　　健康を考える
　　　「看護の日」記念事業
　秋田県看護協会では、全県一斉

に秋田県民と集う「看護の日」記念

事業を大曲地区支部で開催します。

◆期日／５月14日（土）

◆時間／午前10時～午後３時30分

◆会場／大曲エンパイヤホテル

◆内容／

【なんでも健康相談コーナー】

保健師・栄養士・薬剤師・ケアマ

ネージャーが質問に答えます

【アトラクション】

大曲太鼓道場による和太鼓演奏

【シンポジウム】

「地域で介護を話し合おう」～今、

それぞれの立場で～という演題で

講演会を開催します

【プレゼント】

プレゼントとして、花の苗100本

と風船を用意しています

【問い合わせ】

秋田県リハビリ・精神医療セン

ター佐藤さん

☎ 018-892-3762まで

　　　音楽イベント
　　　「チェロとひととき」
　音楽とともに穏やかな時間を過

ごしませんか。

◆期日／５月22日（日）

◆開場時間／午後１時30分

◆開演時間／午後２時

◆会場／日本キリスト教団大曲教会

◆入場料／無料（全席自由）

【問い合わせ】

To Be～共に生きる会～横井さん

☎ 0187-62-2598まで

　　　お気軽にどうぞ
　　　無料発明相談
◆期日／５月26日（木）

◆時間／午前10時～午後４時

◆会場／大仙市役所市民ホール

◆相談員／熊谷繁さん（弁理士）

【問い合わせ】

本庁商工観光課商工労政班

☎0187-63-1111（内線271）まで

　　　大学・短大生等が対象
　　  秋田県合同就職面接会
　来年、大学、短大、高専、専修

学校等を卒業予定の学生を対象

に、県内企業の採用担当者との面

接会を開催します。県内の求人一

覧の公開、就職相談も行います。

◆期日／５月25日（水）

◆時間／午後１時～５時

正午から受け付けます

◆会場／秋田ビューホテル

※予約の必要はありません

【問い合わせ】

秋田県産業経済労働部雇用対策

室・若年者支援班

☎ 018-860-2334まで

　　　２級ホームヘルパー
　　　養成講座
◆期日／５月28日から８月27日

までの土曜日と日曜日

◆時間／午前９時～午後６時

◆定員／35人

◆会場／協和市民センター他

◆対象／全日程受講できる方

◆受講料／68,500円

◆申込受付期限／５月25日（水）まで

【問い合わせ・申し込み】

企業組合労協センター事業団秋田

事業所

☎ 018-892-3784まで

　　  サンクエスト事業
　　  心と体の（悠・悠）健康教室
　無理のない動きで筋肉の衰えを

しっかりサポートするストレッチ

体操です。

◆期日／５月11日（水）から毎週

水曜日

◆時間／午後１時30分～

◆会場／サンクエスト大曲体育室

◆受講料／無料

◆講師／小西チヨさん

【問い合わせ・申し込み】

サンクエスト大曲

☎ 0187-63-5572まで

　　　募集しています！
　　　初心者ゴルフ教室
　初心者を対象にした、ゴルフ教

室の参加者を募集します。

◆期日／５月23日から７月11日

までの毎週月曜日

◆時間／午前９時30分～11時

◆会場／大仙市民ゴルフ場、マル

サンゴルフ練習場

◆参加費／2,000円（スポーツ安

全保険料含む）

◆申込受付期限／５月16日（月）

まで参加費を添えて

【問い合わせ・申し込み】

スポーツ振興課（大曲体育館内）

☎ 0187-63-1122
市民ゴルフ倶楽部

☎ 0187-63-0252まで

　　　運動しませんか？
　　　ソフトテニス教室
◆期日／５月10日から10月28

日までの毎週火、金曜日

◆時間／【昼の部】午前９時30分

～11時30分

【夜の部】午後７時～９時

◆参加費／【昼の部】4,500円【夜

の部】5,500円（保険料含む）

◆会場／市営テニスコート

※ラケットは貸し出します

【問い合わせ・申し込み】

参加費を添えてスポーツ振興課

（大曲体育館内）

☎ 0187-63-1122まで
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①昭和20年　②昭和23年　③昭和26年　　
応募方法　答え、郵便番号、住所、氏名（読み仮名明

記）、年齢、広報誌の感想や市への質問などをお書きの

上、〒014-8601 広報だいせん担当（住所不要）宛にお

送りください。締切は５月15日（消印有効）。また、ハ

ガキ以外でもファックス（63 -1119）、E メール

（kouhou@city.daisen.akita.jp）でご応募ください。

問題 初代大仙市長の栗林市長は
何年生まれでしょう？

５人の方々に図書カード1,000円分が当たる ２

幽玄の世界へのご案内
　悲しみ、怒り、喜び等、人間の感情を独特な型で表

現し、観ている私たちを魅了する能。むだの無い動き

や舞台セットなど、ゆったりとした空間の中に隠さ

れた、メッセージや心の叫びを感じてみませんか。

　奥深く微妙で計り知れない幽玄の世界。かつて、

世阿弥は能楽の美的理念を『美しく柔和な優雅さ』と

し、これを幽玄と呼びました。

　能楽が持つ、奥深く計り知れない「幽玄の世界」へ

ぜひお越しください。

会　場／唐松城能楽殿
（協和境字唐松岳44-2☎ 018-892-3500）

入場料／ 全席指定（消費税込み）
Ｓ席 8,000円（当日8,500円）　
Ａ席7,000円（当日7,500円）

前売り／ 電話で申し込みされる場合はチケットを
郵送しますので、代金は同封の郵便振込
用紙で振り込み願います

【問い合わせ・チケット販売】
協和総合支所地域振興課☎ 018-892-3706

◆ 薪 能 公 演 ◆
日　時／６月４日（土）午後５時30分開演（４時30分開場）

こ そで そ が てん こ い なばどう

番　組／能「小袖曽我」「天鼓」・狂言「因幡堂」
出　演／観世流能楽師　中森貫太師一行

◆ 定 期 能 公 演 ◆
日　時／８月28日（日）午後１時開演（正午開場）

てん こ しょうじょう す はじかみ とうぼく

番　組／能「天鼓」「猩々」・狂言「酢薑」・仕舞「東北」
出　演／喜多流能楽師　栗谷師一行
発　売／６月28日（火）からチケット発売を開始します

公
演
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

発売中

ま
ほ
ろ
ば
唐
松
能
公
演

M
A
H
O
R
O
B
A
 K
A
R
A
M
A
T
U
 N
O
H
 K
O
U
E
N

▼
初
代
市
長
も
決
ま
り
、大
仙
市
も
本
格
的
に
歴

史
を
歩
み
始
め
た
。こ
れ
か
ら
は
８
つ
の
旧
市
町

村
の
文
化
を
理
解
し
、守
り
な
が
ら
ひ
と
つ
の
ま

ち
と
し
て
共
に
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

▼
秋
田
を
離
れ
生
活
し
て
い
た
時
、ち
ょ
っ
と
し

た
縁
で
知
り
合
っ
た
人
が
秋
田
県
出
身
だ
っ
た
、

親
近
感
を
覚
え
意
気
投
合
し
た
。人
は
お
互
い
の

生
ま
れ
育
っ
た
環
境
が
近
け
れ
ば
近
い
ほ
ど
、仲

間
意
識
を
強
く
感
じ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
▼

大
仙
市
は
東
京
23
区
を
併
せ
た
大
き
さ
よ
り
も
約

１
・
４
倍
も
の
面
積
が
あ
る
。
大
仙
市
と
い
う
大

き
な
ま
ち
の
中
で
は
、ど
う
し
て
も
今
ま
で
の
旧

市
町
村
に
仲
間
意
識
を
強
く
抱
い
て
し
ま
う
も
の

な
の
か
も
し
れ
な
い
▼
も
ち
ろ
ん
地
域
を
尊
重
す

る
こ
と
は
大
切
だ
が
、ひ
と
つ
の
ま
ち
と
し
て
共

に
歩
む
た
め
に
は
、大
仙
市
と
い
う
大
き
な
ま
ち

に
仲
間
意
識
を
持
つ
事
が
重
要
に
な
る
▼
各
地
域

の
情
報
を
幅
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
を
身
近
に
感
じ
る
事
で
、同
じ
環
境
で
生
活

し
て
い
る
と
い
う
仲
間
意
識
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
情
報
を
伝
え
て
い
き
た
い
。
　（
朋
）


